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1は1じめに
　幼児期の食生活において間食が栄養、心理両面で果す

役割は極めて大きい。著者等の昭和17年の農山漁村及び

東京に於ける調査1）によれば家庭の幼児の間食は最低

6calから80caLに及び、その種類は配給菓子、季節の

芋や果物、ビスケツト、菓子パソ、飴が与えられていた。

又、東京都中堅家庭の健康年少幼児を対象とした1年間

に亘る調査2）では間食の熱量比は午前（4，5～11、2）％、

午後（13．2～17．4）％であつた。他丈献成績3）、主として学

童を対象とした養護施設316についての昭和33年の調査

によると（当時間食費1日5円、食費総額67円87銭）毎日

1回間食を与えている施設が80％に及び、叉間食献立決

定に際し、栄養価、経済面、子供の希望等を考慮するも

のがそれぞれ約30％にみられ、・施設が間食に対してかな

りの関心をもつ蛮が伺われた。又昭和35年度に於ける全

理21養護施設の調査‘）では間食として最も頻度高く用い

られていたものは、ビスケツト、クラツカ「、せんべい

類、ついで飴類、菓子類、　（おこし、かりんとう等）そ

の次に果物と乳類が位置し、間食に対する手数、経済上

の強い制限が感じられた。 間食に関する実験的なものと

して小川等5〉は学童4名を対象にし、夕食に差支えない

閥食量として総必要熱量の15％が適量であろうとしてい

、る。Keister6）は133名の舗園児を対象とし午前1塒に

75～150ca1に相当するパイナツプルジユース（natural

unsweetened）を与えてその行動を観察し、月令33カ月

め最年少グルーブでは・た澤水を与えただけのものに比

がて有意の差で好影響が認められた。45カ月児のグルー

iブでも果汁投与による良い影響が観察され、50～60カ月

兜ではその行動に有意の差はみられなかつたという。又

箪unrobは保育園児29名に昼食2時間半前にアイスクリ

一ム、ミル久或は他の果寒や穀類を与えた時と何も与

えなかつた時を比較し、これらを与えた時の昼食摂取は

多少減少するが間食と昼食を合せると総髭としては20～

20％の増加を示し、又朝食のとり方も減らなかつた事を

観察している。

　又、幼児間食として特殊な位置を占袴る菓子類に対す

る母親778名の態度、又子供の健康状態との関係をみる

と8）飴類、洋菓子、チョコレート等は10～30％の子供が

1才末満で既に与えられており、又虫磁の無いもの、非

常に健康なもの、食癖を喜んで食べるというものは飴や

ガム等をあまり食べていない子供に多かつた。ビスケツ

ト類は栄養価、衛生面、味、価格等の上から幼児間食と

し七適当なものの一つに数えられるが、その市販製品の

成分組成その他に関レては既に報告9）した。

　以上従来の間食に関する調査研究は幼児食生活に於け

る間食の重要性にも拘らず、間食の質的、量的あり方に

ふれるものが少い。これは幼児の食生活がコソトロール

しにくいこと、又間食に関する因子が多様で、且つ複雑

な為、得られた研究成績の解釈が不明瞭になりやすい礁

も一因ではなy・かと思う。即ち間食は栄養、心理、身体

の三面から総合的に検索される必要があり、又1日の食

生活の一部として他の食礁との相互関係から、その栄養

上の役割は判断されなけれ醸ならない。更に間食は子供

の日課例えば起床や就寝の時刻、食事時間、遊び方等と

も関係づけて考える必要がある。

　たまたま食生活全体を把握しやすい、又一定の日課で

集団として生活している為に諸条件をコソトロールレや

すい幼児養護施設の全面的な協力が得られたので、間食

の質と量に関する実験的研究を開始した。・

　間食の質という場合、大体次の様な4つの角度から考

えられる。その（1）は栄養素組成、（2）は食品組成、（3）は物

理的性質、外観、硬さ等、（4）は衛生面からの性状一有

害色素、防腐剤、細菌汚染の有無などである。今回は一

応第1の観点をとり、特に炭水化物、脂肪、蛋白質の三

要素の比率を問題にした。又間食の量という場合、容量

重量、栄養量等が考えられるが今回は熱量に主眼をおき

総摂取熱量に対する間食熱量という形で扱つた。当初の

研究計画は第一次で先ず養護施設に於ける間食を含めて

の食生活の実態を知り、第二次では第一次の成績に華づ

いて閥食熱量を一定に定め、それを一定期間杢》？それぞ

れ（1）は炭水化物、 （2）は脂肱（3）は蛋蝦の齢の多い閻
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食として与えてその後に とられる食挙、又は全食富昏の

影響を観察ずる癖にした。

第一次の実態調査は昭和40年6月に実施した。第二次

は同年11月に開始したが途中研究員の泊り込めや食箏及

び生活全体の観察等による精神的ストレスと思われる状1

態の発現、予防ワクチン投与の影響らしきものが観察さ

れたので高脂質問食期を短縮し且つ、（3）の高蛋白質間食

はまだ行つていない。

　この報告は第一次の幼児養護施設における間食の実態

調査、第二次の高炭水化物間食及び高脂質間食投与試験

の成績を取扱う。

E　幼児養護施設における食生活実態調査

幼児間食の質及び量を把握する為、生活条件の比較的

単純な、施設に収容されている幼児集団を対象に遊び、

食生活を含めた全体の生活の実態調査を行つた。研究の

場となつた施設は気候温暖な海岸に位置し、　2～5才の

幼児58名が4つの部屋に分れて生活している。一一部屋当

り保母5～6名、計20余名の保母が施設内に生活してい

る。施設全体として保健婦1名、舞護婦1名、栄養士1

名、心理判定員1名、嘱託の小児科医1名、とこの施設

長以下事務員その他若干名を擁する。研究開始に先だつ

て施設職員と研究員との教回に亘る話し合いの機会を持

ち、研究の趣旨、方法等に充分の理解が得られてから爽

態調査に入つた。

　第1表 対　象　児
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動記録をとり乍ら一人一人の食事摂取量を59感度の秤

で連続6日間計量記録した。栄養価は日本食品標準成分

表10）を用いて算出した。幼児は4部屋に分れて生活して

いるので第一期に2部屋、第二期に残りの2部屋の幼児

を同じ方法で調査した。

4，幼児の生活

第2表生活記録
調査期間；1965年6月29日～7月10日（K幼児園）

■
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1，調査期間
第一期　昭和40年6月29日から7月4日

第二期　昭和40年7月 5日から7月10日

2，対　象　児
公立養護施設に収容されている2才から5才迄の幼児

58名中、調査期間中下痢等による食富変更の無かつた者

49名を対象とした。

その男女別年令構成は第1表の通りである。

3．調査方法
食事調査は本研究所栄養研究員ポ調査期間中施設内

に宿泊し、子供達の生活の日常性を乱さぬよう注意しつ

っ幼児の起床から就寝迄の生活全般を観察し、個々の行
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生活日課をみると各部屋によつてこまかい処は多少異

るが、施設全体としては同一規律で運ばれている。即ち

7時起床、8時朝食、10時おやっ、12時昼食、2時半お

やつ、5時夕食、7時就寝となり隔日入浴させる。4、5

才児は昼閲、同施設内に併設されている保育園に行き、

午前、午後の間食と昼食を食べる日と午前の間食だけ食

べて帰る日とが1日おきになつている。第2表は調査期

間中の代表的な2日間の日課を示した。食生活と密接な

関係をもつ運動量に関しても、戸外運動をさせるよう考

慮がはらわれてはいるが、集団生活上ある程度制限され

る事はやむをえないであろう。施設が海に近い為時々散

歩にもつれて出る。

5．給 食

　食費は1日142円で3度の食毒及び間食がまかなわれ

る。食寮は10日単位で首任栄養士が献立を立て、中央で

調理し、各部屋の保母によつて配膳される。献立は一日

3食の中2食の主食が米飯、1食がバγ又は麺類である。

各部屋共、同一献立ではあるが、幼児に下痢等あつた場

合の粥食の為の献立も常時用意されている。献立は食糧

構成に従い、牛乳も間食時の分も含めて1人1本前後が

与えられている。

　保母による配膳は原則として副食は均等に、主食は食

欲や、年令に応じて加減され、主食のお代りも行われて

いる。間食としてはあめ、　ビスケツト、せんべいの様

な乾燥菓子が1週間分まとめて保母に前渡しされ、与え

る時の組合せ方、分量は保母に一任されている。但、間

食に牛乳を出す日とその分量は栄養士の指示に依つてい

る。果物、アイスクリーム、汁粉等保存しにくいものが

　第3表

週に＝1、2度用いられるが、これは献立予蕨に指定さ

れ、その都度与えられる。

　　　　　　6．対象児の体格

　対象児の体格は第1・2図のようで体重は昭和35年度

厚生省値を中心に分布し、大、中、小それぞれ13、16、

10名であ為が身長はそれぞれ8、14、16名で体重に比べ

て大が少く、小が多い。

　体重、身長共年長児に平均を下まわる者が多くなつて

いる。

7．調査成績及び考按

（エ）熱壁摂取壁

　6日間の1日平均黙量摂取量は第3図に示すように全

体としては年令と共に上昇の傾向がみられ、又男児は女

児よりも多い傾向にあるが、個々についてみると必ずし

も年令の大きい者の摂取量が多いとは限らず、又同一年

令でもかなり大きな相異があり、例えば最も人数の多い

4才児でみると男児間でも最4、と最大との間セこ約350Ca1

以上の開きがみられる。熱量源として、副食は年令の多

少、体格の大小、又は男女の別に関係なく大体同一量が

与えられることになつており、熱量要求の個人差は主と

して穀類によつて、調節されることになつている、という

ことなので試みに体重と毅類摂取猛との関係をみると第

4図の様になり、総摂取熱量の分布型に酷似しており、体

重の大小によつて、主食量が加減されている癖が伺われ

る。対象児の総摂取熱量は著者2）の家庭幼児についての

調査成績に比べてひくく、所要量との間にも大きな差が

みられる。しかし、対象児には特別に空腹な状態は観察

体重1kg当りの熱境と蛋白質摂取量（例数の分布状態）

年令 熱『 量　　（例数） 蛋白質　（例数）

（才）
性

く59c飢 60～69ca1 70～79ca1 80ん89ca1 ＞90caI 〈1，99
1乞・一乞4gI

2．5～2．99 ＞3．09

5
男 1 2 7 4 6

女
1 1

4
男 4 旦0 5 置 1 7 i2

女 3 2 1 3 3

3
男 L 4 3 且 6 1

女
1 重

1 1

2
男 1 1

女
1 里

合 計 2 9 26 重0 2 1 重6 30』 2
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対象児の体重と身長（男）　　　　　　　　　　第3図　　個人別熱翫摂取量
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されず一応食欲を満足させている様であつた。Kaup指

数は正常範囲であつたので比較的低カロリーで特別の空

腹感を訴えないのは恐らく一般家庭児に比べて運動量の

少い礁、体格殊に身長が劣つている癖等にもよるであろ

うし、叉調査期が6月から7月であつた為、暑気による

食欲や消化力の減退もその一因を成していたものと思わ

れる。体重1㎏当りの摂取熱猛は70～79calに最大の分

布を示し（第3表）ついで60～69ca1と80～89ca旦にほぼ同

程度の分布、59ca1以下又は90ca1以上には各々2例づ

つみられた。これらは著者等の前出の調査成績2）と大差

なく、結局、総熱量摂取髭は他の調査成績に比べて低い

が、体重も少いので、体重1kg当りで比較すると大体

他の調査成績とあまり変らない摂取を示す。我国の熱量

所要量と比較すると、その90％代に入つたものは全くな

く、大部分が80％及び70％代に入る。

（2）蛋白質摂取量

　対象児の蛋白質摂取脆は第5図の通りで熱量の場合と

異り、殆んど年令的差異はない。これは前述したように

主要蛋白源である副食が年令、r体の大小に関係なく全員

がほ父同量与えられるからである。著者2）らの家庭幼児

の蛋白質摂取量の調査成綴に比較すると非常に少ないが

所要最と比較すると90％代のものが5例で熱猛の場合程

低くない」動物性蛋白質も総蛋白質同様年令｛性による

差は無く、1日平均19．79で総蛋自質の52，5％に当る。

　体重1kg当りの蛋白質は第3表の様で2・5～2・99に

約甚が、2，0～2．49に約鳶が分布しており、前出の家庭

幼児調査成績に比較すると低いが理論的には蛋白質必要

蹴を満たしていると考える箏が出来る。

③　無機質、ビタミン類摂取量

　無機質、ビタミソ類の摂取是は食豪餐摂取擁によるより

も献立、即ち用いられる材料の種類による影響の方が大

第4表　間　食　の　例

きいので対象児個別でなく、調奪期間中の各日の摂取歴

を4才児平均で第6・7図に示す。カルシウム、V。B2、V，C

は所要猛を中心に分布し、鉄・V・Aは所要量を下まわる

艮が多い。V．B1は全期間を通して所要量以上になつて

いるが、これは強化米を使用し七いる為である。個々の

栄養素についてみると、カルシウムは所要量を越える日

が12日間中7日間有り、残りの日も例外を除けば所要猛

の90％は摂取されていた。鉄は4mgから所要量の8mg

の間に分布している。

　6日目の男児のみ、平均値が9，8㎎に達しているがこ
　　　　　　　　　　ロ　　　　　しれは当日の献立に用いられたなまり節の鉄の成分卑値

が異常に高い為で、これについては成分表俸そのものの

再検討が必要の様に思われる。V・Aでは大部分が800～

1200国際単位間に分布するが5日目と璃日目の摂取童は

1850～1900国際単位と、所要量のL5倍近い値が記録さ

れたらV．B、では所要量の0．7mgから2．Omgの間に分

布し、多い日は3．5倍に達している。V．B2では0，6mg

から0．9mgの間に分布し、変動の巾はせまい。V．Cでは

23から70mgの広範囲に分布し、日々の変動が激しい。

④　間食について
　施設での間食は前述のように各部屋に渡されたものを

保母が組合せて子供に与えている。牛乳は栄養士によつ

て計画的に与えられるが、その他のもの即ち前渡されて

いる干菓子類については同じ日でも各部屋によつて種

類、分鮎が異る。その組合せ方の例を掲げると第4表の

様になるが年令による量的、質的区別は全くなく、遜な均

等に与えられるg全期問即ち、12日間の午前、午後合わ

せて24回の間食に与えられた食品の種類と頻度は第5表

の様である。間食として用いられたものには、あめ類が

最も多く、次いでビスケツト類、せんべい類の順になつ

ている。回数は少いがアイスクリームは夏期≧いう蛮も

A 日 B 日
F 日

食品名
分量
（9）

1民ロロ引1（9）1R日個 （9） k9ハ I　k5／1 I　k　　ノ

午前10時

牛 乳19・ 牛　　乳 90 　　一“ヤソアー 』　5 ジユース
90 クラツ洲 5 　　’ヤソアー

10

桃　　山
20 キヤソデー 夏0 キヤンデー 3 軽　　焼せんべい 5 ガ　　ム 量枚

ビスケツト 5 ごかぼう 5

牛乳9。牛乳9・牛乳9・牛乳9・牛 乳9・牛乳
90

ビスケツト　20即席しる　100　ビ　　ワ　90ビスケツト 　　　　　　　アイス10キヤソデー　15　クリ＿ム
50

午後3時
桃 　山　10

ポツブ　　　5　ゼリー　10
　コーソ

せんべい　　5
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1966郷月29日r
　　　～7月10H

　あって非常に喜ばれたものの一つである。．』 これらの間食

　から供給された栄養∫懲よ第6表の様である。即ち・午前

10時の間食は第一期の第r室及び第二室は平均約1⑯

ca1であるが最小値と最大値の開きに∫第一室は第埠よ

　りはるかに大きい。 第二期は第三室、第四室共第，期よ

　りかなう少く、又第三室と第四室では平均で30calの差

があり、第四室が全体に少い。　』　一　　1当’

　午後3時の間食は第三室が最も少く、保育薗の間食がi

最も大きい。全平均ユ64Fa1で第二室を除いて何れも午

．前より牛肇の間食の方が多い。 午箭下 午後を合せると第

．義の平均・42ca1から第喧の平均彦⑳c塾1碗7表のl

l撒総鰍糧㊧10～20％前後・大体10～15魁なる。ζ：

れは小川等5〉の学童にういて実験駒に出し痩間食熱量比

髄わづ嬉下享わる禦ある訊禾愛師究酬属i
ナースリー（年少幼児備砿）狸毎てし・卵2・・caヒ

でも、尚家庭に掃つて間食をほしがるという甲親の報告：

二かわみると・瓶少いが汐雌の時酬傘昆を考
．えに入れると、この様な施設の場合は、適猛ξ云えるか

も知れな“。
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　　　　　　　　武馳厩麟及　関遡

』第5表 　12日’間、24回の間食に出された食品の種類と頻度

1諭部屋

飴’ 類
ビスケ

ト類 類
せんべい

ボツブ　　5　コーン 果実と
　菜

アイ　ス
リーム

粉　　末ジユース

即席
るこ

その他

牛乳の

いた

牛乳の
つかな

つた

キヤンデー
キヤラメール

ヌ　ガ　ー

一，一 「「一「甲

ビスケツ せんべい ビ
ワ，夏みか

ガ　ム
菓子

ゴカボー

日 日
変　り・玉バタ

［ボー
レ　

ビスケツ
ザ ゾ ド

クラツ
カー

ん
トマト

ゼリー
桃山シぞソ水

1．2．
野 ”6二三

2 0

6

1．3．5

or 5 i 0 2 1一・らfr211

rl　r且　ゴ　 2

　　　　　　■
〃4〃　　6　　0

8 0 0 0 2 i

7
3　　

O E「　’2
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2 0 0
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　　　　　　8．要　　　約
　　　　　　　　　　　　　　　　　ご公立の幼児養護施設に於こる幼児間食のあり方を把握

する為、2～5才児、49例の食事摂取量を夏期の12日間

（1回につき6日間）計孟記録し、発育、健康状態を観

察し次の成績を得た。

　1）幼児の身長は体重よりも標準を下まわるものが多

　く、Kaup指数は大部分正常範囲に入る。

2）栄養摂取量の中・熱量は所要温を下まわる者が最；

　も多く、次いで蛋自質であつた。V．B重は強化米使1

用により、 大体所要量を上まわつていた。カルシウ

　ムは牛乳飲用により半数以上は所要量を満たしてい

た。

3）間食は午前、午後1回づつ与えられ両者合わせて

平均142～229caL （全平均164ca1）で、摂取熱祉0

約10～30％（全平均16．6％）に相当する。

墜

皿　幼児に対する高糖質又は高脂質性間食投与試験

　前述の第一次研究施設幼児を対象とする食生活実態調

査に基づき、一応適量と思われる間食熱孟を設定し、今

回はこれを高糖質或は高脂質性のものとして与え、幼児

のその後の摂食状態馨は全栄養摂取量に対する影響を観

察した。

t．研究方法

第9表　　対象児の体重と身長

（1）対象児
第一次研究で調査した公立養護施設の幼児の中から同

一部屋に属し、研究開始時に鰹康だつた9名を対象とし

た。年令、性及び体格は第8表の様である。

第8表　対　象　児

対象児名性1‘穿x倉）握劃

H・FIM141訓旦4！葦9）1

T・S　M巨8い45i
N・slM　4・7い5・gl
HgTl．M巨3・い5・・1
Y・T　M　3・uい2．・
K・・IMi3，L1い6，・iT・Y　F巨9　i5，61

K・dFI4，8　13・61S・S一1生6い生81

旦4（ 9） 9夏．1％）

　　　　91．8

　　い…1
　　い・…

　　　　84，5

　　ill2・6

　　　　88，3
　　い・・甲里

』．．．蜘縮儲騰欄

H。F

T・S

B・glg5・8iB・6196・614・61幽蟹

B，595・・113，596・6114・gl45／4・6團

N・S
ll5・4197・81i5・8198・・ll6・4115・gl6・・1鳳0

H・T
1且3・5194・4114，6195・→155115・・／4・9197・2

Y・T

K・O・

一H乳18・・812・脚正乳・睡』

一一
5・386・gl5・6里軋・！【5・・189・2

昭和40年6月以後に入所した対象児Y・T、K・0以外

は全部前回の調査に参加している。

　この子供達は前回調査の6月以降10月迄は体重の変化

は殆んどなく、その後11月迄の約1ヵ月の間に著増し、

その後実験期間をはさんでの1ヵ月 は、叉殆んど変化し

T・Y
14，81g8、415」199・2重5515・616・・匝9

K・1
1ゴ2、6195．・102．51％，2113，2113・613，4197，7

平

・・s「亟亜亟巫・1
均1箋：調：霧：1箋鍬毎駕

なかつた。身長はこの全期間6ヵ月の間に3cm前後分

増加を示した。（第9表）

（2）研究期間

試験間食の投与期間及び対照期聞の長さとして何日位．

をとるべきかは、それによつて何をみよう とするかによ

つて異つて来るであろう。今回は同一熱量の間食を高糖

質或は高脂質で与えた場合の、次の食瑛のとり方や全栄

養摂取量に対する影響をみる礁にあつたので、研究に要1

する人手、経墾～、研究受入れ施設の許容期間等を考慮し　

一つの試験間食に対する期聞を最短5日間、従つて高糖＝

質と高脂質の種類に対して10日間、この前後及び両者の

間にそれぞれコントロール期間をおぎ、第8図の様に全二

期間で18日とした。

，
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武　藤　他　　　幼児間食の質及び量に関する研究

鰺）試験鹸　　　　　　　　礪質鄭高脂質融とし’つても勿論譲㈱栄卿
試験間食の鵬今回は羅で規魁た．購雛で得バラソスをこわす髄ものでな収自然の食物として

られ燗餓の＿日総計は年令、嵐体格醐係なく最の形態から卿ぬことを前提としたので・従糊食とし

d、89ca1｛最大3。9cal、平均・64ca1、一日総撒燃て毎日与えられていた牛乳舜敦離難の時にはそ舷

セこ対する比率畷低8．肱脳3・，9％、平均16．6％ ま・離難嚇聞脱脂乳として鍛醸翻入れた・
（こ濾綴取羅の大小によつて変つて来る．）であ　午後に与えられた鰍間劒滋雛分蚤罷

つたので今蹴＿応4柵の総摂取羅の20％に当る220法及び栄獅脇10劾様である・
Calを試験間禽熱量とした。この量は当該年令児の熱量　　　これらを1人分づ』クレラツブで包んで与え、間違い

所難倣体15％に当る．この㈱2・calを〃あめ・となく子供が自分の分鹸べるの蜆とどけた・賭眺
して午前の間食に与え、残りを午後の間食に与えた。　　　行つている子供があるので・保育園のある日は園児全部

第10表司　　実験期間中の間食とその材料（一人当り）

高　糖　質　間　食 高　脂　質　間　食

献 立　 材 料1舳 献 立　 材 料1頒
さ

茶　巾　絞　り 砂
ノミ

第！日目 脱

脱

ミルク紅茶 砂

小

バ

ク　ツ　キ　ー 砂
脱

第2日租 ベー
工

脱

ミルク紅茶 砂

さつま芋
　　　糖
　タ　　ー
脱脂粉乳
脱脂粉乳
　　　糖
　水
　麦　粉
　卵　タ　　ー
　　　糖
脱脂粉乳ベーキソグバウダー

エツセソス

脱脂粉乳
　　　糖
　水

o

（9）
45
13

3
5
9
6

90

20
5
2

12

1
0．4

8
7

90

サソド・一一
ラ1力汀｛

第3日目
　　　　脱脂粉乳ミルクココア砂．　糖
　　　　　　水
　　　　コ　　コ　 ア

第4日目

　　　　　小　麦　粉
　　　　　　卵　　　　　バ　　タ　　ー　’
・ケ　ー　キ砂　　糖
　　　　　ベーキングバウダー
　　　　　エツセγス

　　　　脱脂粉乳ミ　ノレ　ク　紅 茶　　　砂　　　　　　　　糖

　　　　　　水
サンド・ビスケツト ビスケツト

ジ　 ヤ　 ム

第5日目

ミノレクココア
脱脂粉乳
砂　　　糖
　水コ　　コ　　ア

1正

9
90

20
里O

l』5
14

0．4

7
6

go

18

14

13

9
90

第1日目

　　　　さつま芋
茶巾絞りバ　タ　＿
　　　　 脱脂粉乳

第2日目

牛 乳　牛

ク　ツ　キ　ー

乳

小　麦　粉　’

　卵バ　　タ　　ー
砂　　　糖
脱脂粉乳
エツセソス
ベーキソグバウダー

（9）
45

11

h・

ll

　馨

。13

牛 乳　牛 乳　90

　　　　　クラツカーサンド・クラツカー　ノく　　タ　　ー

　　　　　脱脂粉乳

20
8
3

第3日目

牛 乳・牛 乳　
go

第4日目

　　　　小　麦　粉
　　　　　　卵
　　　　バ　 タ　 一

ケ　ー　キ砂　　 糖

　　　　ベーキングバウダー
　　　　エツセンス

15

13

8
4

0．3

牛 乳　牛 乳　90

第5日目

サソド・ビスケツト

ビスケ　ツ　ト

　　　タ　　一

脂　粉乳

18

5

牛 乳　牛 乳　
90
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．第10表セ 間食の栄養価

高　糖　質　間　食

献　　立
栄　養　価

箸旧目 茶巾絞 り
（ca1）202

（9）
．4

（9）2．8 （9

86
窮2日目　ク　ツ　キ

一
202

5．4 2．5 38．2

遡サソド・クラツカー 204
5．6 2．8 39．1

鞠日目　ケ　　ー キ 203
5．4 2．6 38．6

君5日目サンド・ビスケツト 204
5．7 2．6 39．3

高　脂　質　間　食

第旧目

第2日目

第3日目

第4日目1

第5日目

献　　立

茶 巾絞り

ク　ツ　キー

サンド・ クラツカ1

ケ』一　キ

サyド・ビスケツト

栄　養　価
細陣坤旨肪 1獺

翼il灘iii

199

204

5．61星．2

5．4 u．3

重9．4

20．7

鳶

に同一問食を用意した。コソト・一ル期間は施設の普断　　④　間食以外の食挙

の間食を与えた。（第11表）
　　　　　　　　　　　　　　高糖質、高脂質各間食期の5日間は両者の比較を可能
試闘餓本磯所で研究員により臆され・そ螂財る献鯛一磁とした．5日間の献立及びその栄

度施設に運ばれた。　
　　　　　　　　　　　　　　養価は第12表の様である。コソトロール期の献立も第12

　　　　　　　　　　　　　　表に併記した。
　第11表　　コント・一ル期間中に於ける午前と午後の間食の献立

午　　　　1

食品名　
1 1

1　庫
第1日目年少児

牛
ア

乳
メ

前、午後　栄養価
1鯉饗）璽讐）醗
10みがん60U53・旦3．2且9，4 12，6

保育園児　　ア’　メ　．10　みかん　 60　　62

第2日目年少児アメ

・5・・2115，31・

コγ，トローノレ1

15・翫劃38n33・・351i副2．6
　　　保育園児キヤラメルllρ ．1 せ慧lll 重3iL31 ・3128．gl・

　　　　　　ア　 メ

第3昭　全員 ！関分せんべいllolせんべし’ 102
2．02．3鰺．60キヤラメル

第4日目

第5日目

1第1日目

年少児

保育園児

年少児

保育園児

年少児

ア　 メ

ア　 メ

みかん
ア 　メ

10

5
10

’10

ア　メ　’5

チョヒzレート　10

ぎシtトゴ蒼ル旺
保育園児　ア　メ　5

㌧

第2日目年少児アメ5
保育園児　ア　メ　15

コン｝ローフレ皿　第1日目 全員手塾91

牛　乳
焼　 芋

1牛　1乳

・焼　芋
1牛　r乳
みかん

11牛 乳
』みかん
，牛　観
りんご

5
10

90
55

90
55

90
60
90
60
90
95

142
3．5 3，重　25．2 2．6

115
3．i 3、2睡 2．6

96 3．1 3．2　14．6 2．6

1多83・43」／29」2，6

牛』乳 90

、りんご　75
どスケツト　10

1483・76，6119．9乞6

l　l2　　　3．5　　　5，重　　24，0　　　2．6

牛．乳
蒸しパン

90
65

250

氣．多器2881

55 5，4145，・3，3

55”

＝りんご　70
1せんべい　5 i26　3、4 3．4　　21．2　　　2．6

ゆ

つ

一164一
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　　　　　　武　藤　他 ＝　幼児間食の質及び猛に関する研究

第12却黙鯛とコソト・一ノレ期駒献立（とその搬緬）

朝 食 昼 食 穿 傘．

献 立材 　料献立材
料 献　立材　溶

御　 飯・　　米 　　　バン・じやが芋サラダバソ　胡瓜、人参 御　蝉 米

』第

旦

日

目

み、そ・、汁　あ さ　リ　ココア 清　 汁 人参、白1菜
白子干

半 熱卵　　　卵　　　一 口ヵツ 豚 衣　 揚 鰺

ビーナツ
和　 え ほうれん草 7チー・キヤベッ 　　　　胡瓜りんごフレγチサラダみかん醤

御　 飯 米 　ピーナツバシ酵勢、くター 白子御飯　米・白子干

　みそ 汁
第

2水煮衝日

目

　きんびら

わかめ、じやか芋　　牛　　　乳 ぶた汁
豚、玉葱、焼豆腐

鮭 　　　卵、胡瓜卵サラダ．　りんご、人参 照　 焼　はんぺん
牛労、人参　 ソーセージ　ソーセージ

ケチヤツブ

和　 え ほうれん草

高

糖　御　飯
寧第みそ汁
　3カ　　

『服煮物
脂

　　いり卵質

　　御 　飯
期』

間第遜そ汁
　4いり豆腐
　日
　目お濃し

ゼゾー　みか ん缶

　米　カレーうどん欠徴玉豚葱御　飯
じやが芋、人参　　煮　　　豆　　う　ず　ら　豆　　済　　　汁

　　　　　　　　　　　　フイツシユ大根、油揚　みかん　　　　　ボ＿ル

　卵　　　　　　　　 妙 め煮

いわし、玉　葱　

トリ肉、もやし
ひじき

米 ジヤムバソ　　バン、ジヤム　　チキンライス
豚肉、玉葱、グ
リンビース、米

さつま揚、玉葱牛 乳 清　　　汁　　はんべん、葱

卵、豆腐、葱　エツグボール　卵、玉葱 　　　魚ソーセージ、カマヨネーズ和え　リフラワー、胡瓜

ほうれん草
レーズソ　 さつま芋、

きんとん　　レーズソ
ミルクゼリー

みかん

御　 飯 米 チーズ　　．くン、チーズ
　サソド 御　飯 米

　みそ汁第

5笹かまぼこ
日

目

　お浸し　白

キヤベツ、人参　　ミルク紅茶 清 汁豆ラ、葱

笹かまぼこ　厚焼卵　τ”　 卵
ハソバーク 玉葱、推茸
　ステーキ

菜　ポテト空揚　じやが芋
ヨーグルト

和　 え
パナナ、りんご
柿

煮りんご　り　ん　ご

第1日目

御　　　飯 米
チヨコクリ

　ムノくγ
チヨコクリーム 御　　　飯 米

み　そ　汁 さつま芋、白菜 牛　　　乳 清　　　汁 豆腐、ほうれん草

黄味焼 はんべん、卵 厚　焼卵 卵、　白子干・ 衣　　　揚
町　鱒

鮭和　え 鮭、じやが芋、人参
一　ケチヤツブ

　　　え ほうれん草 グ、ラッセ 人　　　　参

ポテト
チツプ

じ　や　が　芋 生野菜 キ　ヤ　ベ　ツ

第2日目

御　　　飯 米 ジヤムパソ パ　ソ、ジヤム 五目御飯
とり肉、油揚、
参

み　そ　汁 キヤベツ、人参 ミル．ク紅茶 清　　汁
はんべん、ほう

ん草

半熱卵 卵 コロツケ
挽肉、じやが芋

葱 煮　　豆 う　ず　ら 豆

一105一．
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第

コ

ン

ト

ロ

『

ノレ

第

コ

ン

ト

ロ

聖
ノレ

第
3
日

目

第
4
日

目

第
5
日

目

第
1
日

目

第2
日

目

梅　干

御　飯
rみそ汁

サラダ
の　 り

御　 飯

み そ汁

いり豆腐

ごま和え

御　飯

みそ汁

おろし

紗め煮

御　飯

みそ汁

いり卵

梅　干

御　飯

みそ汁

納　豆
マヨネーズ

和　え

ほうれん草
フレンチドレ
ッング和え　　キヤベツ・りんご

米 ビーナツ
ノく　　ン

豆腐、ほうれん草牛　乳
はんぺん、胡瓜
じやが芋 目玉焼

ソテー

果　物
米 卵、うどん

か ぶ　大学芋

豆腐、挽肉、卵果物

ほうれん草

米 チーズサンド

じやがいも、わ
かめ

コ陶ンー
ポタージユ

納豆、．大根 フライド
　ポテト

もやし、とり肉　　卵サラダ

　米
キヤベツ、人参

豚肉、卵‘じや
がいも

　米
かぶ、かぶの葉

納豆、卵

ソーセージ、マ

カロi

パン、

ビーナツバター

卵

ソーゼージ、玉葱
スバゲツティー

り　ん　ご
うどん、玉葱、
卵、人参

さつま芋
り　ん　ご

パン、チーズ

コーソ缶、牛乳

じやがいも

卵、マカロニ

ホツトドツグ

牛　　　乳

スコツチエツグ

附合せ
きしめん

煮　　　メ

果　　物

ソーセージ、レタス

卵、挽肉

カリフラワー

うどん、油揚、葱

さつま揚、大根

み か、ん

みそ焼

御　飯

清　汁
ハンバーク

ステrキ

粉吹芋

生野菜
カレーライス

ミルクゼリー

ソーセージ

御　飯

清　汁

おでん

果　物
カレーライス

ソテー

果　物

御　飯
茶椀むし

揚　煮

お浸し

い か

米

白 菜

挽肉、玉葱、推茸

じやが芋

キヤベツ
米、豚肉、じや
が芋、人参

米

卵、葱

はんべん、さつま揚

り　ん　ご

　第惣表一2 　上表の献立の栄養価

　　階諾）1蛋鴨脂（蓼）糖（讐）カル褐墜㎎）

高第L日目　1537　　48．7　　49．0　223．7　　328
糖
質第2日目　i458　60，6　34．9　22旦，7　435

　　　ひ高第3日目　星434　　49．1　　30．0　225．喋　　300
脂

質』第4日目1649　52．2　44．327．1　552
期

間第5日目15“　47．6　34．9　25i．3　369

米、豚肉、じや
がいも、人参

もやし、コンビーフ

り　ん　ご

　米
卵、ぶた肉、ほ
うれん草、

マ　グ　ロ

ほうれん草

1熱（。雛）牌讐）脂（堕）1　　　鉄糖（讐）『カル湖（㎎） κタ葡1蜜茜富茜［ぎタミ（認霧舗

高第旧目1537 48．7 49．0 223．7 328
7．6

1858
2，32　　0，82 9旦 25．？

質第2日目　i458 60．6 34．9 22旦，7 435
10．4

1770
2．27　　0．53 59

．29．5

糖o　　　　　　　　騨

49．1 30．0 225．喋 300
且0．3 1085

2．28　　0．57 74
23．9

質悌4日目　1649 52．2 44．3 2ラ7．1 552
9．8 1973

2．31　　1．03 126
25．2

間郷日目15u 47．6 34．9 25i．3 369
7．8 84量 2．38　　0．65 74

21．3

第1日目　i587 58．1 4i．8 220．4 443
9．0 29U

2．22　　1．01 98
32．0

53．4 25．2 249．8 359
9．2 2208

2．30　　0．86 99
25．6

第3日目　1438 53．3 37．8 218．2 408
8．4 1176 鵯2531・。9・ 70

23．3
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武藤他 幼児間食の質及び量に関する研究

重348 38．6 23．9 242．9
366

9．6
1984

2．34 0．81 1＿塾」 12．4

ノレ

　第5日目 1570
51．6 4旦．9 240．7

388
8．7 90旦 2．15 0．83 t3g「20．6

藝第1日目1 1491
53．8 46．8 213．8

659 且0．0 且241 2．6511．04
66

29．4

多，し第2岡 1318
46．7 30．0 206．9

309 912 1697
2．13
i

0．59
93 2重．3

⑥　試験期問中の対象児の生活

　対象児9名をま試験開始以前力・ら同一音1；屋、　同一保母の

もとに一緒に生活し、試験期間巾も闇食及び食婆以外は

従来と同じ様な生活を営んだ。

　しかし実際問題として栄養研究員2名が調査期間中施

設に常住して子供の生活全部を観察し、殊に摂食毎に食

事髭測定を行つたので試験期間の経過と共に専任保母に

ストレスを与え、これが子供にも及んだ様であつた。

（6）観察項目

　対象児の身長。体重。健康状態。行動異常の有無。食

事摂取鎧（各食癖毎に59感度の自動台秤で摂取した食

物全部を計量した。）。これらのほか摂食時間の測定を行

つた（空腹度合を知る客観的目安として心理研究員の示

唆により、朝食、夕食の時、食事に先立ち米飯の一定量

を食べる時間を測定した。米飯は509とし、これに臨

O．49を混ぜ飯茶椀に盛り、ストツブウオツチを用いて

これを食べ終る迄の時間を測定した。しかし実際には環

境条件のコントロールが困難だった為、子供の注意力が

散慢になり、期待した成果は得られなかつた。

劒試験開始前に於ける施設職員と栄養研究員と

　の会合o
　間食投与試験に対する理解と協力は既に実態調査時に

得られていたが、試験の時期、期間、与える間食の量、

質等に関する施設側の意見を聞き、又試験施行上必要な

協力を求める為施設長、対象児に関係ある専任保母、亦

務担当者、栄養士、保健婦等と研究員との会合を重ね、

両者充分の合意のもとに試験が始められ1た。

2．研究成緩及び考按

（1）　投与試験の経過

　始めの計画では各コン・トロール期をはさんで糖質間

食、脂質間食を各々5日づつ与え比較検討する予定であ

つたが調査が畏期に亘り、対象幼児と保母の累張感がつ

のり、下痢する子供も多くなつたので（これは予防ワク

チソの影響もあつた様に思う）脂質間食の投与を残念な

がら一日早く打切つて試験を終了せざるを得なかつ鳶。

従つて今回は高糖質と高脂質間食の比較というよりも、

むしろ従来よりも多少熱量価の高い間食の影響を観察す

る結果になつた。

（2）間食に対する子供の反応

　子供はクレラツプに包んで個々に与えられる試験間食

に対し、興奮に近い大きな喜びを表わして大事に、殆ん

ど残さずに食した。時に間食熱量の低い例がみられるの

はこぼしたりしたものである。

③ 試験間食期及びコソトロール期に於ける栄養

　摂取量

　試験間食期及びコソト巨一ル期に於ける栄養摸取量は

第13表の様で高糖質試験間食中は熱量、蛋白質、糖質

カルシウム欺どが、また高脂質試験間食中は熱量、蛋白

質、脂質、カルシウムなどがコントロール期よりも多か

つたが他の栄養摂取量には特別の変化はなかつた。前出

の第12・13表からも推測されるように試験期、コソト

ロール期をとおして3度の食事から供給される熱量、

蛋白質、脂肪量は大体一定であつたから試験間食期に於

第13表　　実験期間中の摂取栄養量（一日平均）

卜

熱最　蛋白質　脂肪　糖　質
　（ca旦）　　（9）　　（9）　　（9）

カル
シウム
　（㎎）

　　ビタミンビタミンビタミンビタミン動物性

鉄AB匡B2C蛋白質（㎎）　　（1．u）　　（㎎）　　（㎎）　　（㎎）　　（9）

コントロール1．
U33

38．8 27．6 旦78．7 40置 7．5
1686 豆．64 0．82

79
18．7

高糖質間食期 126写 43．4 30．9 正94．9
478

7．4 重085 1．49 0．79
62

23．3

コントロール2． HO7
35．4 3！．5 亙68．夏 382 7．3

io27
1．62 0．97

58
夏8，9

高脂質間食期 1160
4i．0 37．9 160．2

470 7．2 i553
1．36 0．81

76
24．3

コγト揖一ノレ3．
1047

36．8 2ヲ．8 164．4
362 5．6 6且旦 l　P　l　l 0．74

46
18．8
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肪これら栄郷り摂取量増力瞬間食の増加によるもの

と考える蛮が出来る。 即ち、聞食熱量が増えた易合、そ

の増舶分は他ゐ食事の副食や主食を減らす結果とはなら

ず、総摂取量の増加を招いて“る5一つの間食に対する

試験期間が僅か5日間である㊨で、 この総熱量増加につ

いての解釈はむずかしい。一応次の様な二通りの解釈が

成りたつ。

　1）幼児は日頃無意識の中に（飢餓感を特別に持たず

に）熟量不足になつていたのではないか。

　2）　普断と異った間食に刺戟されて食欲が出、 間食に

よつて増加した熱量が容易に受け入れられた。』 しこの

間食髭が善 のまま続けば増加レた熱量摂脚一こ琴）奪蜜圃

定するか、或いは食事量が減つて元の熱量摂取量に戻る。

これについては吏降長期の試験期闇が必要であぐ9既に

Munro7）も報告しているよ・うに・ 彼女の幼児も閲食投与・

により総体舶な熱算の増加を示して鳩為。本実除では局

一栄養価の間食を5日間継続したが、彼女の場合は一つ・

について魍間・計遡間の投聯果雪ある・．間食の増

加は熱量摂取の増加を招く事になるのかもしれない。但

し、何れの場合にしても熱量摂取の増加が有利かどうカ』

についてはまだ間題が残る01

　糖質、．脂質間食期に於ける脂質の熱量比は、それぞれ

第9図　　各期に於ける主食及び副食からの熱量摂取状況

Cal〉

MOO
00

200

0α

目圏
閣磁　副　総

1QO
00 ・食　食　熱熱　熱

80

00
対象児 H・F 対匁児 T・S 対象児 N・S

黛　監　皿

60

『「

帖 、｝

沢50
ξ2

「噌

㌣

聡

＝郵 講 賃

δご

爵

‘0 認 FR 諏
脅■罰

、
＝し 膓 繋 「箱 婁／

Ψ
電凧

』

署 ＝L r　納 協 舘 膨 舞
30 F㌧

～じ

灘篇
》ヤ 、

1ま

傷箏

ワ

～7

拷
潟

＝鐸
『臣

rB

A
『　呼 只こ

糞罵二

Cal）
400
30
200
1100

000
00

800

対象児 H・T

＝∫i

対象児 Y臼丁 対玖児 K’0

600

00
＝r

貸、私

胤芒
∈あ

ゐ

唱渥 耀＝げ

馨i

％5
弼脾　「

膨

。パ

定■つ

熈

40
密 舞i

。“

“ 「5■ 。隙
響

蹄
、Σ

＝＝）

300 曽芒

F 購
o写

5「

冠■

7 ■－

黛 溝
唱㎡

憲

こ尋

　　P

巧｝こ
■ン 心

緊、

属こ

慧躍、
雛 膨 δr 『ド∈

e冒

P
属　P r　唱

、T
M

『　P

（Cal）

400
300
200

1100

000
00

800

00

対象児 T・Y 対亀児 K・1 対象児 S・S

600
雍

5ぴ

延
50

＝ン

再r 、ぜ r）

芒㌧ h 『

駿

蕉呼曽

瓢Fゼ

膨

禽i卦
σ　　二噂・1r＝

弼舞、 7トh
　へ

ひ醸

＝島

こ400
弩

韻 襟
薫＝

甜　自 蕊、
ヰ評 配

㎜
こ冒芒

ご＝駄

ぎi馬 禦・

嚢 凝
％i

チ曽

寡㌦ 納
『 馨i、

男 貯・ ■ズこ『300 罵 Kr 「5軍i　
の曳

鞭
蹴

■　㎜

癬翼

膨蓑 撰
、蓬

ヴ5 蹴の

鞍
r敷

チ
4、

亭戸

欺
馨 』

邸 T［

ロール問
コント高糖貫コント陥肪コント

　　食ロール問

　　　2
食ロー几3

ロール悶
コント簡甑質コント畠脂肪コント

　　食ロール問

　　　2
食ロール3 ロール聞

コント高鰭質コント翻肪コント
　　食ロール問

　　　2
食ロ‘ル

3

一108一

ゆ



t 

~~ 

~i~10~l 

~~ ~; f~: : ~~/1,BufR~i~~<~C~~~~~'~~!J~~*.'~C~i~~~)~l:~~~f~ 

~~IA~IJ ~'-.=~;~t._-~{~~~~~~:~ > =~) ~) ~.=~;>~~~~t....~: 

--- -- 
*'~{ I}~ ~{1'j F~~ f~ ~s~ :: ･ 'h T2 - ,~~~I' 

- 
109 !-



日本総合愛育研究所紀要 第2集

22．0％及び29．4％、糖質の熱量比はそれぞれ61．5％及び

55．4％で総体として脂質、糖質の熱量比は何れも間食の

影響を受けている。又、三つのコント官一ル期に於ける

脂質の熱量比はそれぞれ22，0、25．6、22．2％、糖質の熱

量比は63．o、60．6、63．o％で目本人平均に比べると脂質

の熱量比が高く糖質の熱量比がひくい。

④　間食以外の食事に対する間食の影響

　前項では高糖質又は高脂質の間食が総体として間食以

外の食事のとり方に殆んど影響を及ぼさぬ事を観察した

が、これを個々の例でみると第9図の様である。即ち、

対象児H・F～’T・S、H・T、Y・T、K・0は試験間食期

に総摂取熱量が増加しているが、この期間にとられた主

食、副食の熱量はコントロール期と殆んど変らないか、

あるいはむしろ多少多い例さえみられる。対象児N・S、

K・1、S・Sには試験間食期に於ける熱最摂取の増加は

みられず、これは間食の残し、主食摂取量の減量等によ

るものである。

（5）間食後の各食事への影響P

　午後の間食を摂つた後の食事のとり方をみると第10図

の様で対象児H・F、N・S、Y・T、K・0、では高糖質

間食時の夕食、その翌目の朝食、及び昼食の摂り方はコ

ソトロール期と殆んど変らず、・対象児丁・S、H・Tでは

むしろこの期間の朝食のとり方は増加している。勿論こ

れを糖質間食の影響とは断ぜられないが少くともこの年

令の施設児で主食、副食で1000ca1内外を与えられてい

る場合、この程度の熱量（約200ca1）の間食をこの程度

の高糖質で（砂糖約209を含む糖質総計約409、但蛋白

質5．59前後を含む）与えられても食事摂取の妨げには・

ならないように思う。ほぼ等熱量の問食を高脂質（バタ

ー約89を含む脂質総量約119‘但し蛋白質5．59前後

を含む）で与えた場合、間食そのものの摂り方の少なか

つた対象児K・O、S・S、K・1、等の様な例もみられ

たが、対象児丁・S、N・S、H・T、Y・T、K・1等
の様に間食は』一応摂取しても夕食の摂取量の少い例もみ

られた。しかしこの時期の摂食量については前述の様に

食物以外の精神的及び身体的要因も考えられるので再検

討の必要がある。

　間食をとつたあとの夕食前の空腹状態制定の一助にす

る為、夕食の始めに米飯509を与えて、これを食べ終る

迄の時間をストツプウオツチで測定したが、子供の食べ

方は環境の一寸した変化にも影響され易く空腹判定基準

として用い得るよ、うな時間測定は不可能であつた。

　今回は一定の栄養組成を持つた間食投与による夕食摂

取への影響という点から間食の量、或いは質の適否を判

断しょうとしたが、結果は間食熱量が増加しても食事の

とり方に殆んど変化なく、従つて総体的な摂取熱量増加

という結果になり、その解釈を困難にした。更に間食の

適否を判定する客観的な資料を揃え、再検討したい。

3．要 約

　夏期に栄養調査を実施した養護施設の幼児中9名（3

～4才児、男6名、女3名）を対象とし間食投与試験を

行つた間食量は人数の最も多い4才児を基準として、摂

取熱量の20％（当該年令児熱量所要量の15％）220ca1と

し、高糖質の間食を5目間、高脂質の間食を5目間とし

てこの前後及び中間にコソトロール期をおいた。この期

間は例外を除いて間食量が158～62ca1少い。

　高糖質の間食は5目間共子供達によく受入れられ、3’

例を除ぎその期間は間食の増加熱量だけ総摂取熱量も増

加した。即ち、間食量が増加しても1例の男児と2例の

女児を除いて、その2時間半後に摂取される夕食（主食

と副食）にも次の日の朝食にも間食によると思われる熱

量摂取の減少はみられなかつた。

　高脂質の間食は高糖質間食の後に組入れたが保母、子

供達の精神的ストレス及び予防ワクチソ等にタると思わ

れる軽度の便の性状変化がみられたので4目間で中止し

た。下痢は2～3目ですつかり回復した。

　二回にわたる複雑且つ困難な間食投与試験に対し園長

先生始め担当の保母さん達は全力をあげて御蕩力下さい

ました。ここに厚く御礼申上げます。

1．

2．

3．

4．

5．

6，．
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"Study on the Adequacy in Quality and Quantity 

of Btween-meals for the Preschool-children" 

Shizuko Mut6, M. D., Y5ko Shirai. Reiko 

Kiyoko Mizuno and Ynko Sugawara 

Tsuda, 

Part 1. 

Nutritional survey including between-meals en children living in a ehildren's home. 

49 children, 2 to 5 years of age living in a public children's home have been the subjects of dietary 

survey including between-meals. The calorie intake were 47. 2-89.4% of the Japanese Recommend 

Allowapce (J.R.A) for the comparable age groups. 

The vitamin Bl intakes were all above the J.R.A. because of using the enriched rice. Other 

nutrient intakes show the wide range distribution centering the J.R.A., 

Sum of between-meals twice a day, morning & afternoon amounted to 142-229 cal. on an average. 

The kind of food used a~ the between-meals were mostly consisted of ready-made cahdies, crackers, 

and cookies for the reasons ef low price, preseryability, and simplicity o.f preparation. 

Part 2 

Experimental study of between-meals on the institute children. As the first step of experimental 

study to find out adequate quality ~and quantity ef the between-meals for preschool children, nine 

subjects, 3-4 year eld of the previously mentioned institution were fed the $pecially prepared high 

carbohydrate snacks of about 200 calories for 5 days and then the high fat snacks of the same calorie 

for ~~days (5 days planned but one day ~hortened.) 

There have been observed no reduction in $upper intake during the period of the high carbo-

hydrate snacks, resulting in some increase ef total calorie intake which suggested the children were 

in the state of calorie deficiency throngh subclinical before the start of the experiment net neccessarily 

in a good shape for this kind of study. 
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